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情報用紙を機能性部材として繰り返し使うことのできるシステム 

大気圧放電プラズマを利用した紙のリユースプリンティングシステム 

技術分野分類 1503：環境材料・リサイクル 、5101:プラズマ科学 

技術キーワード リサイクル化学、大気圧プラズマ

産 業 分 類 E-15：印刷・同関連業

内

容

概  要 

再生紙プロセスを用いない紙のリユースプリンティングシステムは、紙を複

数回リユースして使用することが可能なため、紙ゴミの削減には非常に有効な

手段である。本技術は、新規の紙とインクに大気圧放電技術を組み合わせ、情

報用紙を消耗品としてではなく、機能性部材として繰り返し使うことのできる

システム、言い換えれば“消耗する文化の変革”を目指した技術である。

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来、消去プロセス技術として熱や光などを用いた方法が提案されている

が、用紙が熱ダメージを受けて褐色に変色し何回も使用できないなどの欠点が

あり、中々普及していない。本技術は、大気圧放電プラズマで生成した活性酸

素により色素の分子構造を壊して無色化するため、不可逆かつ高い消色性能を

有している。 

本技術の 

有用性 

システムの活用は情報用紙の消費量減に伴う CO2 排出削減に有効であり、

社会的に波及効果は高い。また、情報用紙と IC タグを組み合わせれば、様々

な情報を備えた新規の機能性消耗品のビジネスモデルが考えられる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

適用可能製品 

企業、官公庁、学校、病院、デザイン業界等で使用される印刷物のリユース

分野や物流の配送ラベル，IC カード，ラベル等の表示部分の書き換え分野に適

用可能（地球温暖化対策ビジネス・資源有効活用）。 
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■知 的 財 産  本技術に関する公開案件は 14 件。 

■試作品状況 無    提示可    提供可 
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